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小児看護学実習    
    

Ⅰ 実習目的 
  社会の中で暮らす子どもの健やかな成長発達促進に向け、児とその家族に対する看護の役割について

学ぶ 
 

Ⅱ 実習目標 
 １ 社会の中で暮らす小児とその家族の特徴を理解し、成長発達を促すために必要な援助を学ぶ 
 ２ 小児の権利を尊重し、小児やその家族に必要な看護援助を体験的に学ぶ 
 ３ 小児を取り巻く保健・医療・福祉・教育など、各組織の機能と連携を理解し、看護の役割について

考える 
 

Ⅲ 評価規準（めざす姿） 

１ 小児の成長発達の特徴を理解し、様々な状況にある児や家族の健康状態を表現している 
２ 小児の成長発達段階や個別性に応じた援助を考え実践している 
３ 小児の権利を理解し、倫理観をもって小児やその家族と関わっている 
４ 小児や家族との関わりを通して自己の小児観を深め、地域社会における小児看護の役割を表現して

いる 
 

Ⅳ 単位と時間数及び実習場所 
  ３単位 ９０時間 

実習内容 実習場所 実習時間 実習時期 
こども園実習 
 
 
 
 
※いずれか１施設 

静岡市立入江こども園 
静岡市立駒越こども園 
静岡市立清水こども園 
静岡市立川原こども園 
静岡市立辻こども園 
静岡市立飯田南こども園   

27時間 

３年 
 

病院実習 
（小児科病棟・ 
小児科外来） 

静岡市立清水病院 43時間 

発達障がい児支

援施設見学実習 
※いずれか１施設 

社会福祉法人 静岡市清水うみのこセンター、

静岡市心身障害児福祉センターいこいの家 
 

 2時間 

発達障がい児支

援施設実習 
 
※いずれか１施設 

社会福祉法人 静岡市清水うみのこセンター、 
静岡市心身障害児福祉センターいこいの家、 
静岡県立中央特別支援学校 

18時間 

 計 90時間  

 
 
 



Ⅴ 学習内容 
学習活動 実習場所 学習内容 評価規準 評価資料 
社会の中

で暮らす

小児やそ

の家族に

ついて理

解する 

こども園 ♦小児とのコミュニケーション、日常生活、遊び、家

族との様子から、以下の内容を学ぶ。 
１）健康な乳幼児の形態的特徴、機能的特徴、精神・

運動機能の発達の特徴について知る。 
２）家族や家庭の環境の重要性を考える。 
３）こども園の役割と機能を知り、小児にとっての社

会との関わりについて考える。 

小児の成

長発達の

特徴を理

解 し 、

様々な状

況にある

児や家族

の健康状

態を表現

している 

実習記録 
・こども

園実習 
 
・患者記

録Ⅰ 
 
・1 日の

実習計

画表 
 
・障がい

児支援

施設実

習 
 
・外来実

習 
 
カンファ

レンス発

言 
 
実習状況 
 
面接 

小児科病

棟 
【病児を受けもつ場合】 
♦入院している患児や家族との関わり、情報収集から

以下の内容を学ぶ。 
１）受けもち患児の常在条件（成長発達、基本的生活

習慣の自立状況、社会・心理・家族関係）を把握

する。 
２）小児の健康障がいの状態を観察する。 
３）受けもち患児の病理的条件（病気の経過、入院目

的を知り、疾病の治療や検査方法、予後）につい

て把握する。 
４）健康障がいや入院によって生じた小児および家族

への影響を考える。 
【ハイリスク新生児を受けもつ場合】 
♦新生児室に入院している患児の観察、家族の様子を

から以下の内容を学ぶ。 
１）ハイリスク新生児の形態的特徴、機能的特徴を理

解する。 
２）ハイリスク新生児に起こりうる問題を考える。 

小児科外

来 
♦小児科外来を訪れる小児や家族の様子を通し、以下

の内容を学ぶ。 
１）一般外来や乳児健診、予防接種の見学から、小児

の形態的特徴、機能的特徴、精神・運動機能の発

達、評価を行う。 
２）小児の計測を見学、または実施し、観察を行う。 
３）受診までの経過の情報収集を行う。 
４）外来受診をする小児と家族の心理を考える。 

発達障が

い児支援

施設 

♦発達障がい児支援施設に通所・通学する対象者の様

子から、以下の内容を学ぶ。 
１）健康や発達の障がいが、小児や家族の日常生活や

社会生活に及ぼしている影響を知る。 
小児の成

長発達を

促すため

の取り組

みを実践

する 

こども園 １） 小児の発達段階と日常生活の自立状況を把握し、

支援の実際から小児の自立に合わせた援助方法

について理解する。 
２） 小児との関わりから遊びの意義を考える。 
３） 小児に起こりやすい事故とその予防方法を学び、

事故防止策を実践する。 
 
 

小児の成

長発達段

階や個別

性に応じ

た援助を

考え実践

している 



小児科病

棟 
 

【病児を受けもつ場合】 
１）入院により成長発達を妨げないよう、望ましい療

養環境を考え、日常生活の援助を実践する。 
２）小児に必要な遊び、または学習への援助を実施する。 
３）患児に行われて看護援助の見学から、小児にとって

安全で負担の少ない援助を考え実践する。 
４）小児や家族のニードに合わせた看護援助を考え 

実践する。 
５） 入院環境から小児に起こりやすい事故を予測し、

適切な環境を整える。 
【ハイリスク新生児を受けもつ場合】 
１）ハイリスク新生児の観察、身体測定、清潔の援助、

治療や検査の援助、栄養供給への援助の実際を見

学、または実施する。 
２）ハイリスク新生児にとって望ましい環境を児の特

徴から考え、保育器の取り扱い方法を学ぶ。 
小児科外

来 
１）小児の診察、治療や検査時の介助方法を見学する。 
２）育児に対する母親の抱える不安などを知り、生活

指導の実際を見学する。 
発達障が

い児支援

施設 

１）小児の健康保持・増進のための援助の実際を見学

する。 
 

小児の権

利を護る

ための行

動をする 

こども園 １）小児との関わりから、児の発達や個別性に合わせ

たコミュニケーションのあり方を考える。 
小児の権

利を理解

し、倫理

観をもっ

て小児や

その家族

と関わっ

ている 

日々のラ

ベルとプ

ロセスチ

ャート 
 
実習状況 
 
1 日の実

習計画表 
 
面接 

小児科病

棟 
１）小児看護領域でとくに留意すべき子どもの権利を

守り必要な援助を行うために看護者として必要

な姿勢を学ぶ。 
２）面会における家族（母親、父親）の言動を観察し、

家族の思いを理解する。 
小児科外

来 
１）一般外来、乳児健診、予防接種の見学から小児看

護領域でとくに留意すべき子どもの権利と必要

な看護行為について考える。 
発達障が

い児支援

施設 

１）健康や発達に障がいをもつ小児の思いを知ろうと

自ら働きかけることができる。 
２）一人一人の小児の個別性をふまえコミュニケーシ

ョンを図る方法を理解する。 
自己の小

児観を表

現する 

こども園 １）乳幼児の成長発達を促進させるための関わりか

ら、自己の小児観を表現する。 
小児や家

族との関

わりを通

して自己

の小児観

を深め、

地域社会

における

小児看護

の役割を

表現して

いる 

日々のラ

ベルとプ

ロセスチ

ャート 
 
実習状況 
 
レポート 
 
面接 

小児科病

棟 
１）援助を振り返り、小児に適した看護援助について

自己の考えを深め、看護の役割を表現する。 
小児科外

来 
１）外来看護の役割と継続看護の必要性を考える。 

発達障が

い児支援

施設 

１）健康や発達に障がいをもつ小児が教育を受ける場

または保育の場を見学し、保健医療と福祉、地域

社会との連携について考える。 
２）健康や発達に障がいをもつ小児が在宅で生活して

いくために必要な看護を考える。 



Ⅵ 実習方法 
１ こども園実習 （9時間×3日間） 

 １）具体的方法 
  ①実習するクラスに入りこどもたちと関わりをもち、日常生活の自立状況を観察しながら必要な援助

を行う。（3日間、年齢の違うクラスに入り実習を行う） 
   こどもへの援助は必ず担当の保育教諭の監督のもとで行い、自己判断をしないように注意する。 
   安全に配慮し、ケガや事故は保育教諭、教員に報告する。 
  ②こどもたちのお手本になることを自覚して接する。 
   例）笑顔で元気よく。返事は大きな声でしっかりする。昼食を残さず食べる。丁寧な言葉を使う。

靴はそろえる。等、身なり姿勢に配慮する。 
  ③事前学習ノートは毎日持参し、気になるところは確認していく。 
  ④カンファレンスは学生主体で行い、日々の学びを意見交換する。 
   時間は13:15～13:45、または14:15～14:45で担当教員に確認すること。 

カンファレンスでの内容はノートに記録し、こども園実習終了後に担当教員に提出する。 
 ２）服装および持参するもの 
  ①服装：トレーニングウエア（ズボンは長い丈のもの）に実習用エプロンを着用 
      エプロンは、実習用（学校の備品を１人２枚借用する）と配膳用（私物）を準備する。 
  ②持ち物：三角巾またはバンダナ（配膳用）、手作り名札、外用運動靴、帽子、水筒（水分補給用） 

室内用シューズ（体育館シューズ）、箸とプラスティックのコップ（給食袋に入れて）、 
タオル、ティッシュ、着替え（靴下、Tシャツなど）、時期により水遊び用衣類 

 ３）給食の利用 
  ①こども園の給食を利用する。（昼食は、こどもの食事時間にこどもたちと一緒に食べる。） 
  ②代金は、最終日の朝にリーダーがまとめて封筒に入れ、園長に直接支払う。 

1日分の昼食費（昼食＋おやつ）×利用日数×学生数を用意する。（金額は担当教員に確認する） 
 ４）出欠席の連絡 
  ①リーダーは、学生の出欠席状況を確認し、毎朝園長に報告する。 
   やむを得ず欠席または遅刻をする場合は、８時２０分までにこども園と学校に連絡する。 
  ②実習終了時、学校に連絡を入れてから解散する。 
５）実習記録 

  ①こども園実習の記録はすべてペン書き（ボールペン使用）にする。誤字は二本線で消し、訂正印も

しくはサインを記すこと。（ペンで塗りつぶしたり、修正テープ等は使用しない。） 
  ②こども園実習記録用紙（1 日 1 枚）は、目標を記入し、毎朝担当保育教諭に伝える。その他は実習

終了後に記録し、翌朝園長に提出する。実習3日目の記録は、課題レポートと一緒に担当教員に提

出する。 
  ③課題レポートは、『私の小児観』をテーマに記述する。こども園実習終了翌日（または初めて登校し

た日）に担当教員に提出する。 
 ６）保菌検査について 
  ①こども園実習では乳幼児と接するため、感染予防のために保菌検査（検便検査）を実施する。 
  ②検査は、こども園実習前１カ月未満の期間で学校から指定のあった日に行う。指定日に遅れた場合

は個人的に行う。未検査や検査で陽性となった場合はこども園実習を行うことができない。 
 ７）注意事項 
  ①通学方法は、原則として公共交通機関を使う。許可があれば、バイク・自転車のみ使用可 
  ②更衣は、職員休憩室を使用させていただく。個人の荷物はコンパクトにまとめ、置き場所を確認す

る。貴重品はできるだけ持たない。私物はすべて毎日持ち帰る。 
  ③こども園内の情報については、守秘義務に徹すること。   
 
 



  
８）タイムスケジュール 
時間 場所 ねらい 学生の動き 
8：30 
 
 
 
8：50 
 
 
 
 
 
 
11：30 
 
12：00 
 
 
13：15～ 
または 
14:15～ 
 
15：00 
 
 
 
16：15 

こども園 
 
 
 

こども園の概要、保育指針、安全

管理について理解する 
 
 

1日目は、こども園園長または実習指導者より

オリエンテーションを受ける 
2・3日目は8：30より各クラスに入る。各ク

ラスに入った際、クラスの担当保育教諭に本

日の目標を自ら伝える 
こども園 
各クラス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こども園

職員室ま

たはホー

ル 
 
 
 
こども園 
各クラス 

幼児期にあるこどもの成長発達の

特徴、日常生活習慣の実際と習慣

を身につけるための援助方法を学

ぶ。また、こどもたちが遊ぶ様子

を観察し、こどもにとって遊びの

意義を考え、社会性を身につけて

いく過程を学ぶ 

各クラスにて、こども園の日課に沿ってこど

もたちと一緒に過ごす 
保育教諭の指導のもとに日常生活援助を行う 
こどもたち同士のトラブルなどがあった場合

は、保育教諭に相談する 
 
 

昼食準備やこどもたちと食事をす

ることで、こどもの食行動と自立

に向けた支援の方法を学ぶ 
 

こどもたちと一緒に食事の準備を行う（食事

用エプロンと三角巾着用） 
クラスで食事を一緒に摂り、児の状況に応じ

た食事介助を行う（食事後に休憩をとる） 
小児の成長発達の特徴や日常生活

の様子から、小児とのかかわり方、

自立に合わせた支援の方法、望ま

しい環境について考える。 
 

学生カンファレンスでは、こどもたちの日常

生活習慣の状況や自立に向けた支援につい

て、遊びの状況から社会性を養う過程、言葉

の発達の状況や思いを引き出す方法など学ん

だことを発表し、意見交換を行う 
送迎時の保護者の様子や、こども

園と家庭との連携について学ぶ 
 
 

各クラスにてこどもと関わり、こどもの成長

発達の特徴や日常生活の様子について学ぶ 
おやつの準備ならびに介助を見学する 
こどもたちの帰宅時の支援を見学する 
実習終了 

 
２ 小児病棟実習（病棟実習： 9時間×3日間、６時間×1日間） 
１）具体的方法 

  ①患児（病棟に入院している乳児、幼児、学童児及び、新生児室に入院している新生児）を1日1人

受けもち、看護師とともに患児や家族へのケアや処置を見学または一緒に体験する。 
  ②患児や家族の観察と情報収集を通して、対象の全体像を捉え記録Ⅰへ整理する。 
  ③導き出した問題点について必要な看護を考え、看護師と共に実践する。 
  ②自分が行った看護援助について日々評価を行う。 

見学したケアや自分が行った援助が患児にとってどのような意義があるのか、患児の看護について

自己の考えを深める。 
③入院患児のケアや処置を見学し、小児看護技術の特殊性を学ぶ。 

   事前にどのようなケアや処置があるのか分かっている場合には、事前学習を行う。 
ケアの予定がわからず、急に見学を行った場合には、事後の学習を行う。 

２）実習記録 
  ①病棟実習記録は、一日の実習計画と小児看護学実習記録Ⅰを記入する。 
   記録物は、個人の実習ファイルに綴じ込み、実習開始前に病棟の所定の場所に置く。 
 ３）注意事項 
   病棟実習では、ユニフォームに小児実習用エプロンを着用する。 

 
 



４）タイムスケジュール 
時間 場所 ねらい 学生の動き 

（乳児、幼児、学童児受けも

ちとなる場合） 

学生の動き 
（新生児室に入院中の新生

児の受けもちとなる場合） 
8：30 
 
 
 
 
 
 
 

清水 
病院 
３Ｂ 
病棟 

 
 
 
 
 
 

 
受けもち患児の身体的状

況を理解する 
 
 
 
 
 

管理報告を聞く 
新しい受けもち患児を担当す

るときは、指導者より受けも

ち患児について説明を受け、

患児とその家族に挨拶を行う 
患児の情報収集を行う 
受けもち2日目以降：担当看

護護師と計画の打ち合わせを

行う（夜間の情報はカルテよ

り情報収集を行う） 

管理報告を聞く 
担当看護師に挨拶をし、手洗

い、手指消毒をして入室する 
担当看護師に実習目標を発

表する 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健康障がいを抱える小児

と関わり、小児の思いを考

える 
受けもち患児のケアを通

し健康障がいや入院によ

って小児の日常生活がど

のように影響を受けてい

るか考える 
健康障がいを抱える小児

に行われているケアを見

学し、小児の看護で大切だ

と思う場面をとらえる 

受けもち患児やその家族と関

わる 
環境整備の実施 
受けもち患児に行われている

ケアを見学する 
2 日目以降は、受けもち患児

の状態に合わせた援助を計画

する 
（児や家族に必要な指導、遊

びの企画、学習の支援、生活

習慣への支援など） 
11：00までに看護師に報告

を行う 

担当看護師の指導のもとに、

新生児のケアの見学や実施

を行う 
・バイタルサイン測定、観察

方法、身体計測方法の見学 
・治療や検査の援助の見学 
・清潔へのケア（沐浴、清拭）

の見学 
・おむつ交換、授乳 
・小児科新生児室の環境調整 
・保育器の取り扱い 
・感染対策 

12：00 
 
 
12：45 
 
14：00 
 
 
 
 
15：00 
 
 
 
 
 
 
15：30 
16：15 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３Ｂ 
病棟 
学習 
室 

昼食を通し、受けもち患児

の食行動の自立状況を把

握し、必要な支援を行う 

昼食の配膳、または食事介助 
（児の状況に合わせて休憩を

とる） 

 

面会に来ている家族の言

動に着目し、家族の思いに

耳を傾け、家族も小児看護

の対象であることを理解

する 

午前と同じように児やその家

族と関わり、援助を見学、実

施する 
バイタルサイン測定実施 
看護師の指導のもとに児への

援助を実施または見学する 

面会の家族への看護師の対

応方法を見学する 
家族指導（沐浴指導・授乳指

導）を見学する 
家族より話を伺い、児への思

いを傾聴する 
学生カンファレンスで、見

学したこと、体験したこと

の中より小児看護につい

て自己の考えを深める 
 
 

学生カンファレンスは、学生が主体的に運営し、1 日の実習

で体験したことより学びを深めていく。カンファレンステー

マは、こどもの権利、遊び、こどもの入院環境、家族看護、

入院や治療に対する思い、痛みを伴う処置や検査、地域で暮

らす小児を支える看護、日々困ったことなどから具体的なテ

ーマを挙げてメンバーで意見交換を行い、自己の考えを深め

る 
実習終了 
実習最終日はプロセスチャートを作成し、カンファレンスに

て発表を行う。（最終カンファレンスは13時～14時） 



３ 小児科外来実習（外来実習： 9時間×１日） 
１）具体的方法 
外来実習では、午前は一般外来、午後は予防接種外来（ ※月曜日と木曜日）または、乳児健診（ ※
火曜日と金曜日）のいずれかで実習する 

２）実習記録 
  ①外来実習の記録は、『外来実習』（A4サイズ）の記録用紙に記入する。（１日１枚） 
  ②記録物は個人の実習ファイルに綴じ込み、実習開始前に３B病棟の所定の場所に置く。 
   （教員が内容確認した後、小児科外来の実習指導者に提出する。） 

 
３）タイムスケジュール 
一般外来（午前外来 4時間） 

時間 場所 ねらい 主な行動 
8：25 
 
8：30 
 
 
 
 
 
 
11：30 

清水病院 
小児科外来 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

小児科外来に行き、外来看護師に挨拶を行う 
実習目標を伝え、実習方法の説明を受ける 

健康障がいを持ち、受診行動を

とる病児とその家族と関わり、

病児や家族の思いから看護につ

いて考える 
痛みを伴う処置や検査の見学を

通し、児の安全で負担が少ない

援助の方法と看護を考える 

小児科外来に初診で訪れた小児と家族に同行し、

待合室から帰宅につくまで受診行動の全過程を

通して、コミュニケーションを図りながら、小児

と家族の様子やについて観察する。 
診察・処置の場面では看護師の指導のもと、診療

の介助・計測・処置・患者や家族への指導を見学

する 
一般外来実習終了 

 
乳児健診または予防接種外来（午後外来 4時間） 

時間 場所 ねらい 主な行動 
12：30 
 
13：00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15：00 
 
 
16：15 

清水病院 
小児科外来 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３Ｂ病棟 
学習室 

 小児科外来看護師に挨拶を行い、実習目標を伝

え、実習方法の説明を受ける 
【乳児健診】 
乳児健診を見学し、小児の成長

発達のための、乳児健康診査の

意義を考える 
 
 
 
 
 
【予防接種】 
小児に特有な感染症に関する知

識と実際を結びつける 
予防接種外来で行われているこ

とを見学し、小児に予防接種を

行う方法と家族への説明、留意

点を理解する。 
学生カンファレンスで、見学し

たこと、体験したことの中より

小児看護について自己の考えを

深める 

【乳児健診】 
看護師の指導のもとに、乳児の身体計測を行う 
乳児の全身の観察を通して特徴を理解する 
診察、生活指導、離乳食指導などを見学し、乳児

健診で行われていることを学ぶ 
栄養相談に同席する 
育児に対する母親や家族の不安を傾聴し、医師・

看護師の関わりより、支援について考える 
 
【予防接種】 
児の身体計測を看護師と一緒に行う 
予防接種外来で行われている処置を見学する 
 予防接種の準備、接種前の診察・予防接種の実

際・家族への説明の見学を行う 
 
 
学生カンファレンス（カンファレンスは病棟実習

の学生とともに行う） 
 



 ４ 発達障がい児支援施設見学実習（2時間） 
  １）具体的展方法 

①清水うみのこセンターへ実習に行く学生は、清水うみのこセンターの見学実習に参加する。 
いこいの家もしくは、中央特別支援学校へ実習に行く学生は、いこいの家の見学実習に参加する。 
②施設見学後に、各施設の特徴を踏まえ、地域における障がい児支援について学びを統合する。 

➤社会福祉法人 静岡市しみず社会福祉事業団 静岡市清水うみのこセンター見学実習 
（１）対象学生 

静岡市清水うみのこセンター見学実習で実習を行う学生 
（２）実習場所 

静岡市清水うみのこセンター見学実習で実習を行う学生 
（３）実習時間  14：00～16：00  
（４）服装および持参するもの 

服装：施設見学にふさわしい服装 
持ち物：上履き用シューズ、靴を入れるビニール袋、筆記用具 
注意事項：施設利用者、家族、職員に対し気持ちの良い挨拶をする。 

           交通手段として公的機関を使用する場合、自らの言動に責任を持ち守秘義務を徹

底する。 
➤静岡市心身障害児福祉センターいこいの家の見学実習 

（１）対象学生 
静岡市心身障害児福祉センターいこいの家及び、静岡県立中央特別支援学校で実習を行う学生 

（２）実習場所 
静岡市心身障害児福祉センターいこいの家 

（３）実習時間  14：30～16：30  
（４）服装および持参するもの 

服装：施設見学にふさわしい服装（園内は、上靴は履かない。） 
持ち物：筆記用具 
注意事項：子ども、家族、職員に対し気持ちの良い挨拶をする。 

    交通手段：公的機関を使用する場合、自らの言動に責任を持ち守秘義務を徹底する。 
  ２）タイムスケジュール 

時間 ねらい 学生の動き 
うみのこ 
センター 
14：00 ～

16：00 
いこいの家 
14：30 ～

16：30 
 
 

健康や発達に障がいをもつ小

児が地域社会で生活する場を

知り、小児看護の役割について

学ぶ。 
小児看護学実習の事前準備と

して、施設の概略を知る。 

施設職員にあいさつを行う。 
施設長もしくは実習担当職員より施設オリエンテーショ

ンを受ける。 
（施設の概要、事業計画、施設の特性、利用者の状況、

職員の概要、多職種連携、施設の構造） 
学生実習方法の説明 
施設見学 
 

実習最終

日 
健康や発達に障がいをもつ小

児が地域社会で生活する場を

知り、地域における機能や多職

種との連携ついて学びを統合

させる。 
 

見学実習において学んだ各施設における多職種連携の視

点を活かし、日々の実習体験の学びをラベルやプロセス

チャートに表現させる。 

 
 
 



５ 発達障がい児支援施設実習 
 １）実習場所 
   静岡県立中央特別支援学校、静岡市心身障害児福祉センターいこいの家、社会福祉法人 静岡市し

みず社会福祉事業団 静岡市清水うみのこセンターのうち1か所で2日間実習を行う。 
 ２）実習時間 8：30～16：15 
 ３）実習記録 
  ①発達障がい児支援施設実習記録用紙（1日1枚）は、目標を記入し、毎朝担当職員に伝える。 

②施設でのアドバイスを受けたら、実習記録に反映させる。記録は、実習終了後担当教員に提出する。 
 ４）注意事項 

①施設の掃除は職員とともに実施し、こどもたちの環境調整について考える 
  ②代表学生が出欠席を実習担当指導者に報告する。やむを得ず欠席、遅刻する場合は、施設と学校に

8：20までに電話連絡を行う。 
  ③更衣は施設更衣室をお借りする。私物は毎日持って帰る。 
 ５）事前オリエンテーションおよび施設見学（実習施設別に行う） 

 自分が実習する施設のオリエンテーションに参加すること。日程は別途案内する。 
 ６）タイムスケジュールおよび各実習施設特記事項 
 
 ➤社会福祉法人 静岡市しみず社会福祉事業団 静岡市清水うみのこセンター 
時間 ねらい 学生の動き 
8：30 
 
 
 
 
 
 
 
12：00 
 
13：00 
 
15：15～ 
 
 
 
 
16：00～ 
 
 
16：15 

通園してくる親子の様子を観察

しながら関わり、こどもの思いを

受け止め、コミュニケーションを

とる方法を学ぶ 
親子ひとり一人の状況に応じた

関わり方を学ぶ 

時間までに更衣を済ませて、施設職員に挨拶を行う。 
こどもたちの登園を手伝う。 
各クラスの日課や活動内容に沿って一緒に過ごす。 
こどもたちの発達障がいの状況を知り、職員の指導のもと

に遊びや保育を行う。 
職員のケアの場面を観察し、必要なかかわり方を学ぶ。 

こどもたちの帰り支度を手伝い、

施設職員と家族の連携を学ぶ 
こどもたちの帰り支度を手伝う 

 休憩 

午前の活動に準ずる 
 

午前の活動に準ずる 

カンファレンスを通し、健康や発

達に障がいをもつ母子との関わ

り方を学び、子どもの健やかな成

長発達促進に向けた、地域におけ

る看護の役割について考える 

学生カンファレンスは学生が主体的に運営し、日々の気づ

き・困ったことを出し合い、学びを深める 
1日目：学生の気付き・困ったこと 
2 日目：健康や発達に障がいを抱える小児が地域で暮らす

ために看護ができること  
こどもたちの受け入れ準備、帰宅

後の清掃など、こどもたちが安全

に過ごせる環境について考える 
 

施設職員とともに掃除を行う 
 
 
実習終了 

服装：トレーニングウエア（ズボン丈の長いもの）、実習用エプロン 
    持ち物：運動靴、帽子、タオル、ティッシュ、弁当（弁当箱に入れて持参する）、 

水筒（ペットボトルは禁止）、室内用シューズ（体育館シューズなど） 
    移動：公共交通機関、または自転車・バイクを使用する。 
 
 
 



➤いこいの家 
時間 ねらい 学生の動き 
8：30 
 
 
 
 
 
 
12：00 
 
13：00 
 
 
 
 
15：15～ 
 
 
 
 
16：00～ 
 
 
16：15 

通園しているこどもたちの様子

を観察しながら関わり、こどもの

思いを受け止め、コミュニケーシ

ョンをとる方法を学ぶ 
こどもたちひとり一人の状況に

応じた日常生活援助の方法を学

ぶ 

時間までに更衣を済ませて、施設職員に挨拶を行う。 
こどもたちの登園を手伝う。 
各クラスに入り、担当者の指導のもと、クラスの日課に沿

って一緒に過ごす。 
こどもたちの健康障がい、発達障がいの状況を知り、職員

の指導のもとに日常生活援助を行う。 
看護師のケアの場面を観察し、必要なケアを学ぶ。 

こどもたちの食事行動を観察し、

必要な支援を考える 
こどもたちの食事の様子を観察し、必要な場合は食事介助

を行う 
 休憩 

こどもたちの帰り支度を手伝い、

施設職員と家族の連携を学ぶ 
午前の活動に準ずる 
 
こどもたちの帰り支度を手伝う 

カンファレンスを通し、健康や発

達に障がいをもつ小児との関わ

り方を学び、こどもたちがいきい

きと過ごせる環境について考え、

地域における看護について考え

る 

学生カンファレンスは学生が主体的に運営し、日々の気づ

き・困ったことを出し合い、学びを深める 
1日目：学生の気付き・困ったこと 
2 日目：健康や発達に障がいを抱える小児が地域で暮らす

ために看護ができること  
 

こどもたちの受け入れ準備、帰宅

後の清掃など、こどもたちが安全

に過ごせる環境について考える 
 

施設職員とともに掃除を行う 
 
 
実習終了 

    服装：トレーニングウエア（ズボン丈の長いもの）、エプロン（実習用と配膳用） 
持ち物：運動靴、帽子、タオル、ティッシュ、弁当（弁当箱に入れて持参する）、 

水筒（ペットボトルは禁止）、室内では靴やスリッパは用いない 
    移動：公共交通機関、または自転車・バイクを使用する。 
 
➤特別支援学校 
時間 ねらい 学生の動き 
9：00 
 
 
 
 
 
 
 
 
12：00 
13：30 
 
 

教育を受ける児童の様子を観察

し、関わり、児童の思いを受け止

め、コミュニケーションをとる方

法を学ぶ 
児童の状況に応じた日常生活援助

の方法を学ぶ 
児童の食事行動を観察し、必要な

支援を考える 

時間までに更衣をすませて、施設職員にあいさつを行う 
児童の登校を手伝う。児童や家族の様子や教員との関わりの

場面を見学する 
小学部または中学部のクラスに入り、担当教員の指導のも

と、学校の日課に沿って児童と一緒に過ごす。 
児童の健康障がい、発達障がいの状況を知り、職員の指導の

もとに日常生活援助を行う 
看護師のケアの場面を観察し、児童に必要なケアを学ぶ 
児童の食事の様子を観察し、必要な場合は食事介助を行う 

 （職員の指示に従い、食事後に休憩をとる） 
 
児童や家族と学校との連携の実際

を知る 

各クラスにて実習 引き続き、児童と関わる 
児童の帰り支度を手伝い、児童やその家族とコミュニケーシ

ョンを図る 



 
 
15：45 
 
 
 
 
16：45 

カンファレンスでは、児童との関

わりを通し、気づいたこと、保健

医療・福祉・教育との連携につい

て、健康や発達に障がいを抱える

児童が在宅で療養するために看護

ができることについて考えを深め

る 

学生カンファレンスを行い、日々の学びを深める 
1日目：実習指導教員の指導を受け、児との関わり方、個別

性について考える 
2日目：担当教員、実習指導教員とともに２日間の学びを深

める 
 
 
実習終了 

服装：ユニフォーム、エプロン（実習用と配膳用） 
   登下校時はポロシャツとパンツ 

    持ち物：運動靴、帽子、室内用シューズ（体育館シューズなど）、タオル、 
ティッシュ、弁当（弁当箱に入れて持参する）、水筒（ペットボトルは禁止） 

移動：通学方法は公共交通機関を利用する。 
自家用車での送迎（学校敷地内乗り入れ）は禁止する。 

 

Ⅶ．実習記録 
 １．小児看護学実習記録ⅠⅡⅢは、Ａ3サイズに拡大コピーをして使用する。 
２． 記録用紙は以下の順にそろえて提出する。 

１）評価表 
２）プロセスチャート（自己の小児看護観） 
３）小児病棟実習 

① 小児看護学実習記録Ⅱ（一日の実習計画表） 
② 小児看護学実習記録Ⅲ（受けもち患児記録） 

４）小児看護学実習記録Ⅳ（小児科外来実習記録） 
５）小児看護学実習記録Ⅴ（発達障がい児支援施設実習記録） 
６）こども園実習 

①レポート「私の小児観」 ※Ａ4原稿用紙3枚以上 
②小児看護学実習記録Ⅰ（こども園実習記録） 

 
 

Ⅷ．プロセスチャート作成について  
１） ねらい 

実習を通し、各施設で出会ったこどもと関わり、こどもの特性から「こどもたちや家族が地域で暮

らしていくために必要な援助とは何か」を考え、自己の学びを整理するために行う。こどもの姿を

よく観察したりこどもの思いを感じることで実習に主体的に取り組み、看護について自己の考えを

深めることができる。 
２） 方法 

 （１）ラベルを書く。 
日々の実習の中で出会った場面を振り返ることで、こどもが何かに取り組んでいる姿、一生懸命な

姿をとらえどんな思いでいるのかを考える。病院実習では、看護師の看護を見学したり健康障がい

を抱えたこどもの苦痛や生活のしづらさなどからこどもや家族への看護で大切だと実感した場面を

振り返る。 
 

 
 



＊ラベルの書き方 
      記入例） 

 
 
 
 
 
 
（２）書いたラベルの使用方法 
   黄 色：その日の実習記録に貼る 
   ピンク：記録提出時にまとめて担当教師に提出する 
   白 色：プロセスチャート作成に使用する 

＊ラベルは日々の記録へ貼付 
･こども園実習：小児看護学実習記録Ⅰ（こども園実習記録）の欄外に貼付 
･病棟実習：小児看護学実習記録Ⅱ（一日の実習計画表）の枠内に貼付 
･外来実習：小児看護学実習記録Ⅳ（小児科外来実習記録）の欄外に貼付 
･障がい児支援施設実習：小児看護学実習記録Ⅴ（障がい児支援施設実習記録）の欄外に貼付 

 
（３）病棟実習終了後にプロセスチャートを作成する。 

10 枚のラベルを読み、その時々に思ったこと、考えたことを思い出す。それらを手がかりに自分

の考えや意識がどう変化していったのか見つめる。 
・Ａ３用紙にラベルを配置し、図解（チャート）を作成していく。表現の形式の制限はない。イラ

ストや内容を分類したり表を作成したりつながりに矢印を加えたり自由に表現していく。 
・「プロセスチャートを作成して」というテーマで自己の看護について文章で表現する。実習で出

会ったこどもたちやその家族との関わりを通して、看護をしていく上で大切だと考えた事は何か、

自己の考えがどのように変化して学びとなったのか、表現する。（右下に入れる） 
・左上に自分のタイトルを記入する。 

 
プロセスチャート例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

看護師と一緒に点滴刺入部位の観察中、泣き出してしまった

が、目の前で絵本を開くと、自ら仕掛け絵本に手を伸ばし片

手でのぞき込んで見ていた場面 
恐怖を感じる処置であってもこどもにとっての楽しみがあ

ると苦痛を減らすことができる    
 □月○日   ○△病棟    学生 ○○△□ 

小児看護学実習 
「小児看護で大切なことは、こどもが理解できる関

わり方をしてこどもの力を引き出すことである」 

プロセスチャートを作成して 
「こどもと関わり、～～などからこどもの

感じている世界を知り、～～～のような看

護について考えることができた。こどもが

健康障がいをもつことは子どもだけでな

くその家族も～～～であり、○○も大切で

あることに気づくことができた。そのこと

から小児看護において～～～～が大切で

あると考えるに至った。」 
○年△月□日 



小児看護学実習配置表（例） 
 施設見学実習 実習 1 日目 実習 2 日目 実習 3 日目 
実

習

内

容 

障がい児支援施設実習 

施設見学、実習オリエ 

ンテーション 

こども園実習① 

各クラスに入り、保育教

諭の指導のもとこども

たちと関わり日常生活

援助を実施する 

こども園実習② こども園実習③ 

 

 

記

録 

 こども園実習記録 

（こども園に提出） 

こども園実習記録 

（こども園に提出） 

こども園実習記録 

レポート 

『私の小児観』 

Ｃ

Ｆ 

 午後：本日の学び 午後：本日の学び 

 

午後：こども園実習の学

び 

 実習 4 日目 実習 5 日目 実習 6 日目 実習 7 日目 
実

習

内

容 

障がい児支援施設実習① 
（以下のうち1か所で実習） 
・県立中央特別支援学校 
・いこいの家 
・清水うみのこセンター 
様々な障がいをもちなが

ら地域で生活する小児と

関わり、援助を体験する 

障がい児支援施設実習② 小児科外来実習 

【午前】一般外来 

【午後】乳児健診 

または、予防接種 

 ※乳児健診(火・金) 

  予防接種(月・木) 

病棟実習① 

患児、もしくは新生児を

1 人受けもち看護師とと

もに患児や家族へのケ

アを見学、実践する 

 

 

記

録 

障がい児支援施設実習

記録 

障がい児支援施設実習

記録 

外来実習記録 

 

１日の実習計画表 

小児看護学実習記録Ⅰ 

Ｃ

Ｆ 

15:30～ 健康や発達に

障がいのある小児との

関わりについて 

15:30～ 健康や発達に

障がいを抱える小児が地

域で暮らすために看護が

できること 

15:00～ 

テーマカンファレンス 

※病棟実習の学生と一

緒に 

15:00～ 

テーマカンファレンス 

 実習 8 日目 実習 9 日目 実習 10 日目  

 

 
実

習

内

容 

病棟実習② 

 

病棟実習③ 

 

病棟実習④ 

 

プロセスチャート作成

と発表 

記

録 

１日の実習計画表 

小児看護学実習記録Ⅰ 

１日の実習計画表 

小児看護学実習記録Ⅰ 

１日の実習計画表 

小児看護学実習記録Ⅰ 

プロセスチャート 

Ｃ

Ｆ 

15:00～ 

テーマカンファレンス 

15:00～ 

テーマカンファレンス 

13:00～ 

社会の中で暮らす小児と家

族に対する看護の役割 

 



静岡市立清水看護専門学校 小児看護学実習 評価表                   学籍番号           氏名 

学習活動 具体的な評価規準 観点 評価資料 評価基準 

すばらしい よい もう少し 今一歩努力を要する 

社会の中で暮ら
す小児やその家
族について理解
する 

小児の成長発達の
特徴を理解し、
様々な状況にある
児や家族の健康状
態を表現している 

対象理解 
探求心 
 

事前学習 
実習記録 
カンファレンス発
言 
実習状況 
面接 

小児の成長発達段階や日常の
暮らしをふまえ、小児や家族
の身体・心理・社会的な健康
状態を基礎的知識と関連させ
て解釈している。 

 
20 

小児の成長発達段階や、小
児とその家族の健康状態に
ついて解釈している。 
 
 

 
15 

小児の成長発達段階
や、健康状態につい
て情報収集してい
る。 
 
 

10 

小児の成長発達や健
康状態の特徴を表現
している。 
 
 
 

5 
小児の成長発達
を促すための取
り組みを実践す
る 

小児の成長発達段
階や個別性に応じ
た援助を考え実践
している 

対象理解
実践力 
調整力 
 

事前学習 
実習記録 
カンファレンス発
言 
実習状況 
面接 
調整状況  

小児やその家族の望ましいい
姿の実現にむけ、根拠に基づ
いた援助を実践し、小児の個
別性を捉えて、より良い関わ
りに発展させている。 
 
 

25 

小児の発達段階や健康状態
に応じた必要な援助を考
え、安全に配慮して実践し
ている。 
 
 
 
                    15 

気付きを視点に、対
象者に必要な援助を
実践している。 
 
 
 
 
                10 

看護師が行う援助
を、指導者と一緒に
実践している。 
 
 
 
 
                 5 

小児の権利を護
るための行動を
する 

小児の権利を理解
し、倫理観をもっ
て小児やその家族
と関わっている 

実践力 
倫理観 

実習記録 
カンファレンス発
言 
日々のラベル 
プロセスチャート 
実習状況 
面接 

小児の体験していることをあ
りのままに捉え、小児や家族
の生活上の信条や価値に注目
し、思いや考えを尊重して関
わっている。  
 
                      20 

小児の発するサインに気づ
き、小児の欲求に応じる関
わりをしている。 
                 
 
 
                    15 

小児との関わりを通
し、小児の権利擁護
の必要性について注
目した発言がある。 
 
 
                10 

小児の尊重すべき権
利について、理解し
たことを表現してい
る。 
 
 
                 5 

自己の小児看護
観を表現する 

小児や家族との関
わりを通して自己
の小児観を深め地
域社会における小
児看護の役割を表
現している 

探求心 
倫理観 

日々のラベルとプ
ロセスチャート 
実習状況 
レポート・面接 

日々の様々な体験から自己の
小児観を深め、地域における
小児看護の役割を表現してい
る。 
 
                      20 

実習体験をもとに、小児看
護の役割を表現している。 
 
 
 
                    15 

日々の実習体験を振
り返り、得たことを
表現している。 
 
 
                10 

自己の体験を表現して

いる。 

 
                 5 

看護の対象や
仲間の尊厳、
安全を護り、
医療者として
誠実に行動 
する。 

医療者として常に
看護の対象や仲間
の尊厳、安全を護
る行動がとれて 
いる。 

倫理観 日常の行動 
実習の様子 
課題等提出物 
出席状況 
面接 

医療者として看護の対象や 
仲間の尊厳、安全を護るため
に適切な行動をとり、仲間の
模範となりチームをけん引 
している。 
 
                      15 

医療者として看護の対象や
仲間の尊厳、安全を 護る
行動を心がけている。至ら
ない時は学び、行動を変え
ている。 
 
                    10 

社会的規範は守って
いるが、看護の対象
や仲間の尊厳、安全
を護る意識が低い。 
 
 
                 5 

自分の行動が看護の
対象や仲間を危険に
曝している。 
 
 
 
                 0 

                                                

                                                           

                                                           

                                              

               

                                    実習指導者サイン                 担当教員サイン                 

 学生 指導者 

中間評価 点 点 

総合評価 点 点 

実習指導者助言 

 欠課時間 
（     ）時間／90 時間 


